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9 月 5 日の楢葉町の帰還
宣言が一週間後に迫りま
した。本当はお盆前に狙
われていましたが住民の
反対で、形だけ延期した
ものです。

　真っ先に被曝するのは除染や建設、教育、自
治体の労働者です。線量が高い地域に人を帰す
ために自分の仕事が利用されるのは我慢ならな
いことだと思います。
■除染労働者と共に闘ってきた
　私の所属しているいわき合同ユニオンでも、
除染手当はおろか、賃金すらまともに支払われ
ていない問題と闘いました。２年以上にも及ぶ
資料を集め、分析した結果、その会社は除染手
当を支払ったことにして基本給から差し引き、
払われるはずだった寮費などまで二重取りし、
労働者の生活そのものを奪い取っていたことが
明らかとなりました。そしてそれが明らかに
なっても、会社は簡単には折れず、請行動に警
察を呼んだり、責任者がいないなどと結論を伸
ばしてきました。しかし正しいことは絶対に正
しいのです。団交には大勢の組合員が結集し、
かなりの額を取り戻すことができました（拍
手）。
　しかし問題はこれで終わったわけではありま
せん。除染では原野を切り開く、クマが出る所
もあります。最近の相談では、「クマが出ても気
を付けて作業しろ」と。竹の切り株でケガをし
たり、現場に線量を測る部屋すらないなど、ず
さんな実態が明らかになっています。そして働
けなくなると賃金は払われず自宅待機を命ぜら
れるなど、この身一つで全国から福島に集まっ
た労働者に侮辱が行われていると感じます。
　そしてこの地域には私がこの労働運動に入る

きっかけとなった、解雇撤回闘争があります。
私は東京の大学を卒業していわきの化学会社に
入社しました。これからという時に、化学実験
の覚え方が悪いとされ、2～ 3日で自分だけみ
なと違う訓練にされ、そのうち英語の和訳をさ
せられ、解雇されることが決まってからは、一
日８時間以上も机に座り、みんなが実験してい
る横でそういった作業を行ってきました。しか
し会社は私のどこが悪かったのか具体的な答え
をまったくせず、団交でもはっきりした理由は
確かになっていません。そんななかで会社は私
の社宅や保険や生きていくために必要なすべて
を奪ってきました。そして私は解雇者というだ
けで、次の就職はものすごく厳しいものになり
ました。何とか正社員の仕事につくことができ
ましたが、多くの若者が非正規職でいつ首を切
られるかわからない状況に置かれています。
■職場で闘って社会を変えたい
　人が人としてまともに生活ができない。そう
いうなかで起こった原発事故。労働者の安全。
食の安全。命を守る。新しい技術がたくさん求
められています。しかしこんな社会で新しい解
決方法なんか見い出せるわけがありません。原
発労働者のお話では、設備を直したり汚染水を
止めたりする廃炉作業をするのは全部人なんだ
と。その人の安全を守らずに廃炉作業なんかあ
り得ない。宇宙服などはものすごく進んでいる
のに、原発収束で働いている労働者には何の対
策も進んでいません。紙製のタイベックで水も
飲めない状況で 24時間体制で今日も闘ってい
る仲間がこの組合にはいます。そうした労働者
と共に闘い、労働者の世の中を実現していくに
は今いる職場で組合を作って、仲間とともに闘
うことが重要だと考えております。そのために
みなさんと精いっぱい闘っていきます。（拍手）

楢葉町の帰還強制反対！被曝労働拒否！

8・29いわき闘争での
   青年労働者の訴え
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保養のおたより その６　　　　　　　　　　　　　───2015 夏

５家族の保養をお手伝い
広島にサナトリュウムを

房総の方たちと元気
いっぱいの夏休み保養

 原発なくせ！ちばアクション
／避難プロジェクト＠ちば

　素晴らしいお天気に恵まれて、勝浦での夏の
保養（７月１８日～２２日の４泊５日）を無事
終了しました。
　今回は、福島から７家族３０名が参加されま
した。ボランティアスタッフは３３名、のべ
８８名の参加がありました。なかでも福島から
母子避難した高校生が、友人を連れてスタッフ
として力を発揮してくれました。千葉の保養に
何度も来ていた経験ゆえに実現したことです。
また、ビラやネットを見ての初参加があり、横
の幅が広がりました。若い人の活躍を見て、発
展性を強く感じました。
　そして、勝浦や房州のみなさんの協力が何よ
りの「土台」でした。小学校の体育館で、福島
の子どもたちが解放感のあふれる表情で、元気
いっぱいに遊ぶ姿を見ることができました。地
元の方々との結びつきが強まったと感じます。
　なお今回も、たくさんのカンパ・物資支援を
いただきました。これも、安倍政権の安保法制
や原発再稼働・フクシマ切り捨てへの怒りと行

動と一つのことだと感じます。
　交流会では、「ふだん日々の口に出せないこ
とも保養の場では口にできる」と家族のかたか
ら意見がたくさん出されました。保養先の減少、
プールに入るための同意書、食品や水の不安、
地域や親戚から孤立している、など話はつきま
せんでした。
　保養ということそのものが一つの運動であ
り、福島の人びととつながっていく取り組みだ
と感じました。スタッフも団結が強まり、福島
の現実と向き合い、共有していっしょに乗り越
えていく方向性が、ますます強まりました。今
後も、〈避難・保養・医療〉の運動を継続して
いきたいと思います。

　今年の夏は、５家族の親子保養のお手伝いを
しました。7月２３日から８月２６日の間に大
人６人、子ども１０人がみえました。健康チェッ
クして、宮島近くの協力者宅で過ごしてもらい
ました。
　今回の保養者の中に会津地方の方がいまし
た。「自分たちは『受け入れ側』だと思ってい
たのに、一人息子が『Ｂ』判定でショックを受
け、情報がウソばかり！」と怒りながら不安がっ

福島支援プロジェクト　室本けい子

ていました。
　帰還政策のもと、無償貸与の住宅が打ち切り
になり、その他の緊急支援制度がほとんどなく
なるなかで、帰還が強制されているのです。こ
れは明らかに「公の害（公害）」です
　なんとなくしんどい！　７０年前からヒロシ
マに「ぶらぶら病」といわれる病気がありまし
た。他にも風邪をひきやすく、なおりにくい。
怪我もしやすく、なおりにくい。＜未病＞の人
がたくさんいました。そして爆発的でなく、が
んになる人が増えていく。
　医療保障とサナトリュウムを急がないと！　
このことを焦ったのは、今年の３・８福島にお

流しそうめんに大喜び
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長崎野母崎で終日海水浴
若い人が見守りスタッフ
ＮＡＺＥＮナガサキ事務局長・橋里耕悟

ける医療関係者のシンポジウムでした。社会を
変え、自分たちで獲得に動かなければ……。夏
の保養を終えてその思いをより強くしていると
ころです。

　広島にサナトリュウムを！　サナトリュウム
とは保養所のこと。以前、チェルノブイリの子
どもたちを支援していた頃、ウクライナの小学
校教師バシレンコ・ニーナさんが広島で、「私
の子どもたちは何もしないのに、教科書に鼻血
を落とします。足が痛い、足が痛いと言って学
校に来られません。みんな病気です」と言って
いました。そんな子どもたちは定期的にサナト
リュウムで保養を続けています。
　実は日本にも、広島・長崎の原爆被爆後に、
俵山温泉や鉄輪温泉に安く滞在できる保養所が
ありました。私たちの保養もこれからは、「福
島の子どもたちのために、サナトリュウムを広
島に！」という運動を進めていこうと思います。

　３回目の長崎保養は、７月２８日から８月１
日の４泊５日、福島から１１人の参加で、県最
南端の野

の も ざ き

母崎で行いました。子どもは７人、う
ち３歳児が３人も。
　２９日がいよいよ海水浴。すぐ近くの遠浅の
海水浴場で、とても良かった。２日前に台風が
長崎に上陸し、天候がどうなるかヒヤヒヤして
ましたが、保養期間中は晴れでした。海水浴場
に着くと子どもたちはじけて、最初は波を怖
がってたのにすぐなれ、動き回ること動き回る
こと。「休憩」と言っても聞かない。お母さんも。
お母さんも子どももひたすら海を楽しんでくれ
て、よかったです。
　夜は、バーベキュー。長崎の食材で、思いっ
きり放射能を気にせず、食べた、食べた。毎日、
長崎の刺身をたくさん食べました。
　３０日は長崎巡り。被爆者である城

じょうだいみやこ

臺美彌子
さんの案内で、平和公園、爆心地公園、資料館
に行きました。今年は若者たちがその平和学習
に参加しました（「８・５『避難・保養・医療
交流会』報告集」を参照）。
　３１日には福島の小学５年生の一輪車が披露

されました。野母崎の小学生との交流会の一環
でしたが、いつまでたっても終わらないほど盛
り上がりました。
　今回は、長崎から若い人たちが見守りに参加
しました。「福島は遠く離れているけれど、子
どもは純粋で無垢でかわいい。そんな子どもた
ちの未来を命を、被爆者のおじいちゃんおばあ
ちゃんがつないでくれていて、どうにか守って
いきたい」との感想。子どもたちと若い人たち
は一瞬に一つになるのです。
　長崎保養は、年間を通したフクシマや内部被
曝や核武装などの学習の地道な積み重ねで成り
立っています。「復興」という名の帰還強制は、
被曝強制そのものです。あらためて保養の大切
さを肝に命じます。

海で楽しむ親子たち
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■さようなら原発　さようなら戦争
　９・２３全国集会 in 代々木公園
9 月 23 日（水）代々木公園（東京都渋谷区）
正午　トーク＆ライブ開始　サブステージ
午後 0時 30分　オープニングライブ
午後 1時 30分　集会　野外音楽堂
午後３時 15分　デモ出発

■神奈川東電デモ第 49弾
と　き　9月 25日（金）18時～
ところ　ＪＲ桜木町駅前集合　19時　デモ出発
神奈川東電デモ実行委員会
ブログ：http://ameblo.jp/kng-todendemo/

■さいたま・越谷国鉄集会
と　き　10月 2日 ( 金 ) 午後６時 30分～８時 30分
ところ　越谷市中央市民会館４階 16・17会議室
講演　動労水戸木村郁夫書記長
特別報告　避難生活を送る楢葉町の方から
主催　動労水戸支援共闘越谷（準）

■新潟・ふくしま共同診療所報告会
と　き　10月３日（土）13時 30分～ 15時 30分
ところ　新発田市地域交流センター（きやり館）大ホー
ル３Ｆ（市役所新庁舎建設現場のとなり）
講師　布施幸彦医師（ふくしま共同診療所院長）
主催　実行委員会（090-2650-1387）

◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　すべての原発いますぐなくそう！全国会議
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養カンパ」などお書き下さい

　ＮＡＺＥＮの活動をぜひ年会費で支えて下さい。

毎月の通信を発送致します。年会費は、個人一口

2000 円、団体一口 3000 円です。半額ずつ各地の

ＮＡＺＥＮと全国財政として使わせていただきま

す。会計年度は 1月 1日～ 12 月 31 日です。皆さ

んのご協力をお願いします。

◇◆◇　診療所基金はこちら　◇◆◇
　　福島診療所建設委員会の口座へ
★郵便振込口座　02200-8-126405

　　　福島診療所建設基金

★銀行口座

　福島銀行　本店（110）普通　1252841

　福島診療所建設基金　代表　渡辺　馨

★ＰａｙＰａｌでのお振り込み

　アカウント　　

　clinicfukushima@yahoo.jp

　渡辺馨（福島診療所建設委員会）

投稿募集！
各地の反原発行動やスケジュール、

ご意見など全国からお便りをお待ちしています。

〒 167-0032

東京都杉並区天沼 2-3-7 さかいビル３Ｂ

info@nazen.info

■被曝労働拒否をたたかう動労水戸支援共闘
　・くるめ結成集会
と　き　10月 17日（土）13時 30分開場 14時開会
ところ　えーるピア久留米 209 研修室
主催　動労水戸支援共闘・くるめ（準）
共催　とめよう戦争への道！百万人署名運動福岡県連絡
会・久留米／ＮＡＺＥＮ福岡

戦争と民営化の安倍政権を倒せ！
闘う労働組合を全国の職場に！
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